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・この資料は、計画をつくる前に知っておいていただきたいことや、

実際の計画のつくりかたについて解説します。

①学習編（別冊）：

計画作成の必要性や川島町の水害リスク、避難場所、

避難行動のタイミングと役割分担について解説します。

②作成編：

実際に、避難確保計画の作成方法について解説します。

はじめに

・避難確保計画とは、施設周辺が大雨などで浸水するおそれがある場合、

避難経路や避難先、避難行動の役割分担などをあらかじめ決めておくことで、

いざという時に、要配慮者利用施設利用者の安全を確保するための計画です。

※『要配慮者利用施設に係る避難確保計画作成の手引き』（令和2年6月）（国土交通省）等を参考に作成

 要配慮者利用施設の「避難確保計画」とは

 避難確保計画の作成手順ついて



■ 目次
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編 No. 内容 ページ

①
学
習
編

（
別
冊
）

ス
テ
ッ
プ

１ 避難確保計画作成の必要性 P.３～

ス
テ
ッ
プ

２ 川島町の水害リスク P.９～

ス
テ
ッ
プ

３ 避難場所について P.２１～

ス
テ
ッ
プ

４ 避難行動のタイミングと役割分担 P.２５～

②
作
成
編

ス
テ
ッ
プ

５ 避難確保計画の作成方法
P.３～
（別冊）

ス
テ
ッ
プ

６ 計画の提出について
P.４１～
（別冊）

本
資
料
は
こ
ち
ら
で
す
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【ステップ５】

避難確保計画の作成方法
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はじめに ひな形を準備する

図 （白紙）避難確保計画のひな形

■【（白紙）避難確保計画のひな形】に、施設の情報など

を記入すると、避難確保計画が完成します。

◆ 計画をパソコンで記入して作成する場合

・DVDに保存されている「（白紙）避難確保計画のひな形」
を、パソコンで開いてください。

⇒空欄箇所にキーボードで打ち込み、記入してください

◆ 計画を紙に記入して作成する場合

・DVDに保存されている「（白紙）避難確保計画のひな形」
を、A4サイズで印刷してください。

⇒空欄箇所にボールペン（黒）で記入してください

【（白紙）避難確保計画のひな形】を準備しましょう！

空欄の箇所に
記入してください



■ 施設周辺や避難先・避難経路の、浸水深や浸水範囲を確認するための資料です。

・後程、避難場所や避難経路を実際に書き込み、切取って避難確保計画に貼付けます。

◆ 計画をパソコンで作成する場合

・DVDに保存されている
「【荒川水系荒川及び入間川流域 】
洪水浸水想定区域図（想定最大規模）」を、

パソコンで開いてください。

◆ 計画を紙に記入して作成する場合

・DVDに保存されている
「【荒川水系荒川及び入間川流域 】
洪水浸水想定区域図（想定最大規模）」を、

カラーで印刷してください。

（A3で印刷すると見やすいです）
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はじめに ハザードマップを準備する

図 【荒川水系荒川及び入間川流域 】洪水浸水想定区域図
（想定最大規模）

【荒川水系荒川及び入間川流域 】洪水浸水想定区域図（想定最大規模）を準備しましょう！



■ 施設周辺の、浸水継続時間を確認するための資料です。

・浸水継続時間は、避難所に避難せず、施設の上階などに避難する場合に、浸水が
どのくらいの時間継続するかの参考とします。

⇒DVDに保存されている
「【荒川水系荒川及び入間川流域 】
洪水浸水想定区域図（浸水継続時間）」を、

パソコンで開いてください。

また、必要に応じて印刷してください。
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はじめに 洪水浸水想定区域図（浸水継続時間）を準備する

【荒川水系荒川及び入間川流域 】洪水浸水想定区域図（浸水継続時間）を準備しましょう！

図 【荒川水系荒川及び入間川流域 】洪水浸水想定区域図
（浸水継続時間）



■ 避難確保計画の記載例です。

・「（記入例）避難確保計画のひな形」の空欄箇所に、

記載いただきたい情報の例を、

赤字で示しています。

⇒DVDに保存されている

「（記入例）避難確保計画のひな形」を、

パソコンで開いてください。

また、必要に応じて印刷してください。
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はじめに 避難確保計画記入例を準備する

図 （記入例）避難確保計画のひな形

【（記入例）避難確保計画のひな形】を準備しましょう！



◆水害・土砂災害に係る要配慮者利用

施設における避難計画点検マニュアル

・避難確保計画を再確認する際の視点が

整理されています。
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はじめに その他の参考資料を確認しましょう

◆避難確保計画作成の手引き 解説編

・避難確保計画を作成する際の解説や、

作成の助けとなる参考情報が整理

されています。

図 避難確保計画作成の手引き 解説編 図 水害・土砂災害に係る要配慮者利用施設における
避難計画点検マニュアル

■ DVDに保存されている以下の資料は、参考資料です。必要に応じて確認してください。

その他の参考資料について



◆既存の計画への追記による避難確保

計画の作成

⇒消防計画など、災害に関する計画に

追記することで、洪水時の避難確保計画

として作成する際の参考資料です。

9

はじめに その他の参考資料を準備しましょう

◆要配慮者利用施設における避難に

関する計画作成の事例集

・避難確保計画の作成事例集です。

・水害リスクや施設利用者等の特性を踏まえ

た検討経緯も詳細に整理されています。

図 要配慮者利用施設における避難に関する
計画作成の事例集（水害・土砂災害） 図 既存の計画への追記による避難確保計画の作成

■ DVDに保存されている以下の資料は、参考資料です。必要に応じて確認してください。

その他の参考資料について
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ここから、実際に避難確保計画
を作成していきましょう。
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施設名、住所を記入

作成・更新した時期を記入

【作成方法】表紙

■今回は、水害（洪水）を対象とした
避難確保計画です。

■大雨で荒川、都幾川、越辺川、入間川、市野川
などがはん濫した事を想定して作成します。

ポイント！

DVD収録：「避難確保計画作成の手引き 解説編」 第１章1.1（１） 対象となる災害 （P.２～６）参考資料

■（白紙）避難確保計画ひな形を用意

してください。

・右のように「（記入例）避難確保計画ひな形」

の赤字の部分に、施設の情報を記入してくだ

さい。

・詳しい説明を確認したい場合は、各ページの

下部に表示のある「参考資料」を確認して

ください。

避難確保計画 表紙
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【作成方法】目次

DVD収録：「避難確保計画作成の手引き 解説編」 第１章1.1（3） 目次 （P７～８）参考資料

■避難確保計画として

作成する資料の目次です。

・１～8と別紙の【施設周辺の

避難地図】は合わせて町に提出

してください。

・９～１３と別添、別表１は、

町への提出は不要ですが、作成

していざというときに備える

ことが重要です。

・自衛水防組織を設置しない

場合には、８（様式６）の提出

は不要です。
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【作成方法】（P.２） １ 計画の目的 / ２ 計画の適用範囲（様式１）

DVD収録：「避難確保計画作成の手引き 解説編」 第１章1.2 計画の目的等（様式１） （P.９～11）参考資料

避難確保計画 １ページ

■ まず、避難確保計画の目的及び適用範囲等について記載します。

施設名を記入

事前休業する場合の
条件を記入

施設利用者や施設職員は曜日や昼夜に
よって変わるので記載しておきます！



14DVD収録：「（白紙）避難確保計画のひな形」 別添 自衛水防組織活動要領参考資料

■自衛水防組織の設置については、次のページで解説します。

ポイント！

避難確保計画 ３ページ

【作成方法】 （P.３） ３ 防災体制

当てはまる方にチェックを入れる

■「３ 防災体制」では、自治体等からの情報を基に、

いつ（体制確立の判断時期）、だれが（対応班）、何をするか（活動内容）を

記載します。
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【作成方法】 （参考）自衛水防組織とは

《自衛水防組織を設置する場合》 《自衛水防組織を設置しない場合》

↓

避難誘導班 避難誘導要員

（参考）自衛水防組織を設置している場合としていない場合の組織図

管理権限者 管理権限者

統括管理者

総括・情報班 情報収集伝達要員

DVD収録：「（白紙）避難確保計画のひな形」 別添 自衛水防組織活動要領参考資料

■要配慮者利用施設は、自衛水防組織の設置の努力義務が課せられています。

（水防法第15 条の 3 第 6 項）

■自衛水防組織とは、施設の職員等により組織し、あらかじめ定める計画に基づき、

「統括管理者」の指揮のもと各構成員がそれぞれの役割に応じて、施設利用者の

避難誘導や施設への浸水防止活動を行うものです。

■自衛水防組織は、施設利用者の安全確保のための体制であり、設置することが

望ましいと考えられます。



16DVD収録：「避難確保計画作成の手引き 解説編」 第１章1.3 防災体制（様式２） （P.12～22）参考資料

■できる限り詳細に記載してください。

また、施設の状況に応じて必要な活動内容を記載してください。

ポイント！

避難確保計画 ３ページ

【作成方法】 （P.３） ３ 防災体制
■「３ 防災体制」では、自治体等からの情報を基に、

いつ（体制確立の判断時期）、だれが（対応班）、何をするか（活動内容）を

記載します。

差し替え→済

避難準備段階の活動内容を記載する。



17DVD収録：「避難確保計画作成の手引き 解説編」 第１章1.3 防災体制（様式２） （P.12～22）参考資料

避難確保計画 ３ページ

【作成方法】 （P.３） ３ 防災体制
■「３ 施設における水防 体制， 活動内容等」では、自治体等からの情報を基に、

いつ（体制確立の判断時期）、だれが（対応班）、何をするか（活動内容）を

記載します。

■自治体からの警戒レベル３の避難情報（避難準備・高齢者等避難開始）

が発令された段階で、避難誘導を開始してください。

■施設の状況によっては、早めの避難準備、誘導の開始も考えられます。

（避難所が遠い、施設利用者が多い等）

ポイント！

差し替え→済

避難活動段階の活動内容を記載する。



18DVD収録：「避難確保計画作成の手引き 解説編」 第１章1.3 防災体制（様式２） （P.12～22）参考資料

避難確保計画 ３ページ

【作成方法】 （P.３） ３ 防災体制

■自治体からの警戒レベル４の避難情報（避難勧告又は避難指示（緊急））
が発令された段階で避難を完了させてください。

ポイント！

■「３ 施設における水防体制， 活動内容等」では、自治体等からの情報を基に、

いつ（体制確立の判断時期）、だれが（対応班）、何をするか（活動内容）を

記載します。

差し替え→済

避難完了段階の活動内容を記載する。
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【作成方法】（参考） 避難情報の発令基準

避難誘導
準備

避難誘導
開始

避難誘導
完了

施設がとるべき対応

出典：気象庁ＨＰ「危険度分布のうす紫は警戒レベル４相当！自ら避難の判断を！」

避難行動の
キッカケに
して頂きたい
第１の情報 避難行動の参考にして

頂きたい第２の情報
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【作成方法】 （P.４） ４ 情報収集及び伝達（様式３）

DVD収録：「避難確保計画作成の手引き 解説編」 第１章1.4 情報収集・伝達（様式３、様式８～様式１０）（P.23～24）参考資料

■ 川島町における基本的な情報収集方法が書かれています。

■ 停電する事等も想定して、複数の手段、収集先を確保する事が望ましいです。
（インターネットサイトの場合、ブックマークしておきましょう）

ポイント！

施設の状況に応じて収集方法を加除

避難確保計画 ５ページ

■「４ 情報収集及び伝達」では、避難判断に必要な情報をどのように収集・伝達

するかを記載します。情報収集の記載事例を参考に記載してみましょう！

避難確保計画 ４ページ
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【作成方法】 （P.４） ４ 情報収集及び伝達（様式３）

DVD収録：「避難確保計画作成の手引き 解説編」 第１章1.4 情報収集・伝達（様式３、様式８～様式１０）（P.23～24）参考資料

■ 停電する事等も想定して、複数の手段を確保する事が望ましいです。（電話、メール、SNS）

■ 名簿や連絡網を計画と一緒に保管しておきましょう。また、連絡先は定期的な更新が必要です。

ポイント！

避難確保計画 ４ページ

■「４ 情報収集及び伝達」では、避難判断に必要な情報をどのように収集・伝達

するかを記載します。情報伝達の記載事例を参考に記載してみましょう！

避難所名を記入
※別紙 避難経路図を作成した後に記入

情報の伝達方法を記入
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【作成方法】 （P.６） ５ 避難誘導（様式４）

DVD収録：「避難確保計画作成の手引き 解説編」 第１章1.5 避難誘導（様式４）（P.25～39）参考資料

避難確保計画 １５ページ 避難確保計画 ６ページ

先に記入
※次ページ
から説明

避難時の避難場所は、
複数設定しておくこと

が望ましい

■「５ 避難誘導」では、立ち退き避難（水平避難)する場合の避難場所や、避難場所

までの避難経路・移動手段を記載します。

・「５ 避難誘導」を記入する前に、P15「別紙 施設周辺の避難地図」を記入しまし
ょう。

・「別紙 施設周辺の避難地図」の作成方法は次ページから説明します。



23DVD収録：「【荒川水系荒川及び入間川流域 】洪水浸水想定区域図（想定最大規模）」参考資料

■ 自分の施設周辺で想定される
浸水深と、施設の高さ（階数）を

比較してみて下さい。

■ 例えば、
平屋建てで浸水深3.0m以上の所に
建っている場合は、天井まで浸かる
ことが考えられるため、

安全な場所への早急な避難の
必要性が高いと考えて下さい。

ポイント！

【作成方法】 （P.１５） 別紙 施設周辺の避難地図（浸水深確認）

■ まず、DVDに別途保存されている【荒川水系荒川及び入間川流域 】洪水浸水想定

区域図（想定最大規模）で、施設周辺の浸水深さを確認しましょう。
※「重ねるハザードマップ」でも確認ができます。



■避難先は、浸水リスクや土砂災害リスクがないところ

への【立ち退き避難を基本】としましょう。

■立退き避難を検討した上で、避難する方が利用者
等の命に危険を及ぼしかねないと判断する場合は、

屋内安全確保（上層階への避難）等、命が助かる
可能性の高い避難行動を検討して下さい。

■しかし、屋内安全確保の場合、避難生活の長期化
の可能性があることも念頭に対応を考えましょう。

（川島町内には、最長で２週間以上浸水が継続する
ことが想定される地域もあり、支援等が届かない可能
性もあります。）

浸水継続時間（浸水深0.5m以上）
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ポイント！

DVD収録：「 【荒川水系荒川及び入間川流域 】洪水浸水想定区域図（浸水継続時間） 」参考資料

【作成方法】 （P.1５） 別紙 施設周辺の避難地図（浸水継続時間確認）

■「【荒川水系荒川及び入間川流域 】洪水浸水想定区域図（浸水継続時間）」で、

施設周辺の浸水時間を確認しましょう。



25DVD収録：「 【荒川水系荒川及び入間川流域 】洪水浸水想定区域図（想定最大規模） 」参考資料

■ 施設利用者の避難生活環境確保の観点から、提携先の施設や知り合いの施設などは、

有力な候補となります。

【作成方法】 （P.1５） 別紙 施設周辺の避難地図（避難所の確認・決定）

■避難の検討の優先順位としては、「①町外の同系列施設・提携施設」、

「②町外の広域避難場所」、「③町内の緊急避難場所」を避難先として設定して

ください。※詳細は、「学習編ステップ３ 避難場所について」をご参照ください。

町外の同系列施設・提携施設

※次ページ参照

※次ページ参照

ポイント！



ポイント！

26

自分の施設

設定した避難場所

徒歩
車

経路①
経路②

【作成方法】 （P.1５） 別紙 施設周辺の避難地図（避難経路を記入）

■ 浸水想定区域図等に、【自分の施設に〇】【避難先に〇 】の印をつけましょう。

■ シールを貼った後は、避難経路（手段）を記入しましょう。

※DVDに保存されている浸水想定区域図の図郭内に、避難を予定している避難場所が

無い場合、必要に応じて他の地図（重ねるハザードマップ等）を活用しましょう。

■一つの避難先への移動経路について、

複数ルートを設定できないかを考えて

みましょう。

■設定した避難経路について、大雨時の

通行しやすさ（浸水や土砂災害などの

危険性がないか、交通量の多い交差点

がないか等）を確認しましょう。



■キレイな図面とする必要はなく、施設の方々が以下を
共有できる資料であることが大切です。

○避難先と経路がわかること。
○避難時に気をつけておきたいこと。
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ポイント！

検討した避難先を記入

避難先・避難経路（手段）を記入した浸水
想定区域図を貼付けてください。
または、枠内に「別添として浸水想定区域図

提出」と記入し、避難場所・経路を記入した
浸水想定区域図を提出してください。

【作成方法】 （P.1５）別紙 施設周辺の避難地図（避難経路図作成）

■浸水想定区域図上に避難先、避難経路が記入

出来たら、「別紙 施設周辺の避難地図」に
まとめましょう。

■別紙の作成が終わったら、「５ 避難誘導」と

「４ 情報収集及び伝達」に、避難先、避難

手段を記入してください。

避難確保計画 １５ページ



【作成方法】（参考） ハザードマップポータルサイトを使った別紙の作成

（避難場所）
●●●中学校

●●●●
(施設名）

（避難経路）
国道●号線を通行

避難経路図（イメージ図）
印刷

作図機能

印刷等は、
「その他」
ボタンから

◇マーカー：施設位置を設定
◇線を追加：避難経路を設定

28

■重ねるハザードマップの作図機能でも、

自施設や避難先、避難経路を追加することが

出来ます。距離計測も可能です。

■作成した地図を印刷するか、画像データ

として保存し、別紙に添付して下さい。



29DVD収録：「避難確保計画作成の手引き 解説編」 第１章1.6 避難の確保を図るための施設の整備（様式５）（P.40）参考資料

■情報収集・伝達時、避難誘導時に必要なもの、避難生活時に必要なものを整理する。

■垂直避難の場合、浸水の長期化や孤立等に留意し、水や食料、医療品、照明や医療機器のための

自家発電設備等を整理する。

■災害時に活用できる状態にあるかを確認する。

ポイント！

避難確保計画 ７ページ

【作成方法】 （P.７） ６ 避難の確保を図るための施設の整備（様式５）

■「６ 避難の確保を図るための施設の整備」では、各施設の状況に応じて、避難行動の

際に必要な施設の整備を記載します。



30
DVD収録：「避難確保計画作成の手引き 解説編」 第１章1.7 防災教育及び訓練の取組（様式７） （P.41）参考資料

避難確保計画 ８ページ

【作成方法】 （P.８） ７ 防災教育及び訓練の実施（様式７）

■防災訓練は出水期（6月～10月）の前に行うことが望ましいです。

出水期とは、川が雨が降ったり、台風が来たりして川が増水しやすい時期です。

■防災訓練の実施結果を踏まえて、より安全に避難できるように避難確保計画の内容を
更新しましょう。

ポイント！

■「７ 防災教育及び訓練の実施」では、避難訓練の実施月を記載します。

避難訓練の実施月を入力してください



31
参考資料

【作成方法】 （P.８） ８ 自衛水防組織の業務に関する事項

■自衛水防組織の研修や訓練も出水期（6月～10月）の前に行うことが望ましいです。

出水期とは、川が雨が降ったり、台風が来たりして川が増水しやすい時期です。

■訓練の実施結果を踏まえて、より安全に避難できるように活動の内容を更新しましょう
。

ポイント！

■「８ 自衛水防組織の業務に関する事項」では、自衛水防組織を設置する場合の活動、

研修、訓練の実施について記載します。

研修や訓練の実施月を入力してください

DVD収録：「（白紙）避難確保計画のひな形」 別添 自衛水防組織活動要領

避難確保計画 ８ページ
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【作成方法】 （P.８） ９ 地域との連携
■「９ 地域との連携」は、日頃からの地域との連携について記載します。

避難を速やかに行うためには、地域の自治会や近隣の住民との連携体制を構築しておくこと

が重要です。

避難確保計画 ８ページ
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DVD収録：「避難確保計画作成の手引き 解説編」第１章1.4 情報収集・伝達（様式３、様式８～様式１０）

（３）施設職員間や施設の内外との連絡体制の整備 （P.24）

参考資料

【作成方法】 （P.１０） １０ 関係機関との連絡体制（様式１０）

■電話番号だけでなく、メールやSNS等、複数の手段を検討しておくことが望ましいです。

ポイント！

■「１０ 関係機関との連絡体制」では、施設外部機関の緊急連絡先を記載します。

避難確保計画 ８ページ

施設外部機関の緊急連絡先を記載
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DVD収録：「避難確保計画作成の手引き 解説編」第１章1.4 情報収集・伝達（様式３、様式８～様式１０）（P.23～24）参考資料

避難確保計画 ９ページ

【作成方法】 （P.９） １１ 利用者緊急連絡先一覧表（様式８）

ポイント！

既に連絡先一覧表が作成されてい
れば、それを活用しましょう。

■車いすが必要な人、ストレッチャー、車移動での福祉車両の必要の有無、雨具等の対応を考えて

おくことが素早い行動につながります。

■「１１ 利用者緊急連絡先一覧表」では、施設利用者ごとに対応した緊急連絡先一覧表

を作成します。



35
DVD収録：第１章1.8 対応別避難誘導一覧表（様式１１）（P.42）参考資料

避難確保計画 １０ページ

【作成方法】 （P.１０） １２ 対応別避難誘導一覧表（様式１１）

ポイント！

避難する際に必要な装備、移動
手段、担当者等を記載します。

■車いすが必要な人、ストレッチャー、車移動での福祉車両の必要の有無、雨具等の対応を考えて

おくことが素早い行動につながります。

■「１２ 対応別避難誘導一覧表」では、施設利用者ごとに対応した避難誘導表を作成

します。



36
DVD収録：「避難確保計画作成の手引き 解説編」第１章1.3 防災体制（様式２） （P.12～22）参考資料

避難確保計画 １１ページ

【作成方法】 （P.１１） １３ 防災体制一覧表（様式１２）

ポイント！

「３ 防災体制」で検討した、
役割分担、行動内容を記載
してください。

■「１３ 防災体制一覧表」では、

防災体制表を作成します。

自衛水防組織を設置しない場合

のみ記載してください。

■責任者と連絡がつかない場合や担当者が
不在の場合にも対応可能な組織づくりを
考えることが重要です。



37

DVD収録：「避難確保計画作成の手引き 解説編」第１章1.3 防災体制（様式２） （P.12～22）

「（白紙）避難確保計画のひな形」 別添 自衛水防組織活動要領

参考資料

避難確保計画 １３ページ

【作成方法】 （P.1３） 別添 自衛水防組織活動要領

■「別添 自衛水防組織活動要領」では、自衛水防組織の編成、運用、装備について記載

します。 自衛水防組織活動要領の記載事例を示します
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DVD収録：「避難確保計画作成の手引き 解説編」第１章1.3 防災体制（様式２） （P.12～22）

「（白紙）避難確保計画のひな形」 別添 自衛水防組織活動要領

参考資料

避難確保計画 １４ページ

【作成方法】 （P.1４） 別表１ 自衛水防組織の編成と任務

「３ 防災体制」で検討した、
役割分担、行動内容を記載
してください。

ポイント！

■責任者と連絡がつかない場合や担当者が
不在の場合にも対応可能な組織づくりを
考えることが重要です。

■「別表１ 自衛水防組織の編成と任務」

では、防災体制表、装備表を作成

します。

自衛水防組織を設置する場合のみ

記載してください。
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DVD収録：「避難確保計画作成の手引き 解説編」第１章1.3 防災体制（様式２） （P.12～22）

「（白紙）避難確保計画のひな形」 別添 自衛水防組織活動要領

参考資料

避難確保計画 1４ページ

【作成方法】 （P.1４） 別表１ 自衛水防組織の編成と任務

「６ 避難の確保を図るための施設の整
備」で検討した装備品を記載してくださ
い。

■「別表１ 自衛水防組織の編成と任務」では、防災体制表、装備表を作成します。

自衛水防組織を設置する場合のみ記載してください。
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参考資料

避難確保計画と一緒に保管していただきたい資料

■以下資料は、避難確保計画と一緒に保管をお願いいたします。（既存のものを活用）

なお、町への提出は不要です。

◆緊急連絡網（施設関係者）

・施設関係者の緊急連絡網（氏名、連絡先、連絡経路など）を整理したもの。

DVD収録：「避難確保計画作成の手引き 解説編」

第１章1.4 情報収集・伝達（様式３、様式８～様式１０） （３）施設職員間や施設の内外との連絡体制の整備 （P.24）

（例）緊急連絡網 ※出典：避難確保計画作成の手引き（記載例）



Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism 4141

【ステップ６】

計画の提出について



作成した避難確保計画のコピーを、町役場へ１部

提出してください。（令和３年 月 日（ ）まで）
※原本は、施設で保管してください。

計画提出先・電話窓口

今後の予定（避難確保計画の提出について）

■避難確保計画を一通り記入したら、職員の皆様で再度検討して下さい。

■避難先や避難経路、移動距離、移動手段、避難時に気をつけておきたいこと等、

施設職員、利用者の皆様で共有することが大切です。

【川島町 総務課防災対策室】
（TEL）049－29９－1753
（FAX）049－297－6058
（MAIL）soumu@town.kawajima.saitama.jp
※総務課防災対策室窓口に直接ご持参いただくことも可能です
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